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【開発の背景】
新型コロナウイルス（COVID-19）の感染防止のため、

「密集、密接、密閉」のうち「密閉」については、室内
の二酸化炭素（CO2）濃度を指標とすることで密閉状態
を評価することが可能になる。CO2 濃度を測定するこ
となく、数値シミュレーションを活用して室内の CO2

濃度を推計することが可能となれば、事前に室内の密
閉状態の評価の簡便化にもつながると考えられるが、
一定の専門知識が必要となることから、特に第三次産
業に該当する中小規模事業者では十分に評価すること
が難しいおそれがある。

【開発の目的】
我々は、簡便に、かつより多くの事業者などが室内の密
閉状態を評価できるようにすることが重要であると考
え、数値シミュレーションを活用した密閉状態の評価
を支援することを目的に、「換気シミュレーター」を
Windows 版 Microsoft Excel を用いて開発した。さら
に、より一層の COVID-19 の感染防止対策の推進に資
することを目的に、当該シミュレーターを日本産業衛
生学会技術部会の Web ページにフリー公開すること
とした。

【換気シミュレーターの基本設計】
換気シミュレーターは、一定の換気のある室内で、在室
者から一定速度で CO2 が発生し、完全混合され排出さ
れる「換気モデル」を基本式として CO2 濃度を計算す
ることとし、ユーザーは、パラメータ（在室者人数のほ
か、室内の大きさ（床面積及び天井高さ）、在室者の活
動状況、換気装置の換気量）を入力／選択することで当
該モデルによる計算が簡便にできるよう入力画面を設
計するとともに、換気状況が視覚的にも判断できるよ
うグラフ表示機能を付与することとした。
しかしながら、換気装置の換気量が把握できていない
状況や、換気装置がないあるいは換気装置が停止され
ている状況にも対応できるよう、事前に、部屋の種類

（オフィス、ミーティングルームなど）に応じた床面積
当たり換気量及び建物の種類（コンクリート建築、一般
木造建築など）に応じた部屋の大きさ当たり換気回数

を設定し、入力画面で選択できるように設計した。これ
により、事前に十分な情報がない場合や、ユーザーに十
分な専門知識がない場合であっても、簡便に室内の
CO2 を計算できるようにした。
さらに、換気状況の良否を判断する指標（換気シミュレ
ーターでは 1,000ppm 及び 1,500ppm を基準とした）を
設定した。
なお、本研修会において具体的な操作方法について簡
単なデモンストレーションを行う。

【換気シミュレーターの活用方法と利活用状況】
換気シミュレーターを活用することで、事前に室内の
換気状況を把握することが可能になるだけではなく、
換気状況が芳しくない場合であっても、一定の科学的
根拠に基づいた具体的な改善策（換気量の強化や在室
人数の上限設定など）の検討につながると考えられる。
さらに、換気シミュレーター換気シミュレーターと実
測値を組み合わせる（シミュレーション結果と実測値
の相関をとる）ことで、より一層精度の高い事前の換気
状況の評価につながると考えられる。
また、換気シミュレーターを公開後、様々な機関、事業
者などから多くの問い合わせが寄せられており、全国
紙の夕刊一面で取り上げられており、さらに英語化を
実施することによって、韓国の公的機関で利用される
など社会的な貢献にも繋がっていると考えられる。

【今後の予定】
我が国におけるより一層の換気シミュレーターの普及
と国際的な活用を企図し、更なる対外的な情報配信を
強化する取り組みを検討しており、例えば換気シミュ
レーターの利活用方法について事例を収集し、ケース
スタディとして取りまとめることでより一層の換気シ
ミュレーターの認知度が向上すると期待される。
※換気シミュレーターの URL：
http://jsoh-ohe.umin.jp/covid_simulator/covid_
simulator.html
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後期課程修了（環境学博士）
三菱化学にて化学物質・化学プロセスの安全化等に係る業務に
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現在、みずほ情報総研にて化学物質のリスクアセスメント、安全

衛生教育、IT を活用した労働安全衛生管理などの推進に係る厚生
労働省事業を中心とした業務に従事。
労働安全衛生総合研究所における化学物質リスクアセスメント
に係る委員会委員として危険性リスクアセスメントの推進にも
取り組んでいる。
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